
産地パワーアップ事業の取組事例 （広島県）

取組の概要

取組の概要 ：葉物野菜産地の拡大
計画作成主体：広島市地域農業再生協議会
対象品目 ：こまつな、ほうれんそう、みずな、し

ゅんぎく（産地面積：3.63ha）
主な取組主体：＠land戸山グループ
成果目標 ：販売額の10％以上の増加
助成金の活用：整備事業（集出荷貯蔵施設）
状況 生産支援事業（機械のリース導入、パ

イプハウス整備）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H28年度〉

〈目標:H33年度〉

作付面積：3.63ha
販 売 額：196,702千円

作付面積：2.84ha
販 売 額：148,097千円

事業効果

196,702千円

148,097千円

Ｈ28年度 Ｈ33年度

○規模拡大を進めることにより、産地面積
が拡大。

○ＪＡ・市場を通じた契約的取引、また、
直接取引の拡大に取り組み、販売額が向
上。

推進体制

地域の関係者（広島市、広島市農業協
同組合、広島県）が一体となり、事業を
推進。

グループ員が集出荷貯蔵施設・
パイプハウス整備、機械導入等に
より生産拡大を図るとともに、グ
ループで連携して施設野菜（こま
つな、ほうれんそう、みずな、し
ゅんぎく）のＪＡ・市場を通じた
契約的取引、また、直接取引の拡
大を図る。

地域における独自の取組

【生産】
○資材の共同購入等による生産コストの
低減。

【流通・販売】
○グループで生産・出荷計画の取りまと
め。

○農産物のブランド化。（ひろしまそだ
ち、広島県産応援登録制度）

〈主な取組〉

地区の概要

～施設野菜の販売額～

広島県広島市
沼田町戸山地区
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